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正 常胸部単純 X 線側面像く側面像Iに お け る諸構造 の 描出の 有無の理 由を 70例 の C Tを 用 い て解析
し， さ ら に 正常 300例 に お け る側面像正常 X線解剖 に つ い て統計学的分析 を行 な っ た ． C T で諸構造と肺
乳 脂肪及び他 の 縦隔構造 と の関係 を型分類 し側面像 で の描出の有無と 比較 し， 以下 の結論が得ら れた．
右腕頭静脈 一 上 大静脈複合体後緑， 下大静脈前後緑， 上 行大動脈前縁， 下行大動脈前後緑， 及び 大動脈弓
は それ ぞ れの 最前線 ある い は最後緑が肺 野 と接す る場合 に 高率に 描出され た． 上行大動脈前縁 はそ の 前方
に 少量の縦隔旗肪が存在 して も描出され る こ とが あっ た ． 右 室流出路 は最前繚が肺野と接 し上 行大動脈よ
り前方 に ある場合 に描出 され た ． 気管前帯は気管前方の縦隔月旨肪が多い 場合に 描出され た． 中間気管支幹
後壁， 左主気管支遠位部後壁及び気管後帯は肺野と接 す る場合に 描出され た ． 気管内空気 と食道内空気の
間に気管壁と食道壁 が描出され ， 気管後帯あ るい は左主気管支遠位部後壁 よ り厚 み の ある陰影 と して描出
され得 る こ と が示 さ れ た． 食道 内空気と脊椎の 間で食道壁 が pr e spin al inte rfa c e類似の 陰影 を形成 し得る
こ と が示 さ れ た， 心切痕 は前縦隔脂肪の 多い 場合高率 に 描出 され た ． X 線解剖 に 関す る統計学的分析では
諸構造 の側面像で の 描出率 を調 べ ， さ ら に こ れ ら の形態と厚 さ に つ い て統計学的評価 を行い ， 日本人にお
け る側面像正常 X線解剖 の目安 と した． 描出率 に つ い て は， 欧米人 で の報告と の比較， 年令別比較， 性別
比較 を行な っ た ． 欧米人 で は脂肪 に よ っ て形成さ れ る陰影の 描出率に 高い 傾向が み られ ， 逆 に 多量 の皮下
脂肪や縦隔膜肪が障害陰影 とな る部位で は 日本人 の 描 出率が高か っ た ． 50才以上 で は動脈系構造の 描出率
が 50才以下 に 比 して高 く， 動脈硬化 の進行 に よ る肺野 へ の突 出が その 原因と考 え られ た． その 他， 年令別，
性別に い く つ か の構造で有意 に 描出率 の 差異が認め ら れ た． 側面像 の 正 常 X 線解剖 に 関す る検討 は これま
で 我国で は ほ とん どな され て お らず， 著者の検討 は今後側面像 の正 しい 読影の 指標となるもの と考えられ た．
Eey w o rds ro e ntge n an ato my，1ater alchest r adiogr aph， C T．
胸部単純 X線側面像 く側面像ン は日 常診療の ル ー チ
ン検査 と して広く施行さ れ て い るが ， その 正 常像の 解
析 に関す る報告 は少な く， 特に 我国 に お い て は， 松林
らり2や 小林3Iの 側面像で み と め られ る構造の 一 部の解
析 に つ い ての報告以外 に は殆 ん どな さ れて い な い ． そ
の 理 由と して は， 従来の 撮影技術で は客観的な評価 に
耐えう る側面写真が得 られ に くか っ た こ とや ， 描出さ
れ る諸構造の本体を決定す る方法 に 乏 しか っ た こ と な
どが挙げられ る． 特 に 後者が大 き な障害と な っ て い た
が Heitz m a n
4や Pr oto ら51別に よ っ て， 死体横断解剖
所見と の 詳細な対比 や血管造影側面所見と の 対比 で側
A bbre viatio ns ニA P C S， a nterio rperic ardial
面像 で描出さ れ る諸構造の 決定が な さ れ， 飛躍的な発
展が も た らさ れ た． しか しなが ら彼 ら の 方法で も個々
の 例 で の 諸構造の描出の有無 の 原因の 解析 は困難であ
る ．
一 方 ， 1973年 に 開発 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ー 断層法
くc o mputed to m ogr aphy， C Tl71は， 横断像が得られ
る こ と及 び 約 0．5％の X 線吸収値 の 差異 を画像とし
て 描出可能 で， 単純 X 線像の 解析 に は 極め て優れてい
る鋸 ． さ ら に ， 生体 で X 線撮影時と ほぼ 同時期に その解
析が 可能で あ ると い う利点が あ る． C Tに よる胸部X
線像 の 解析 に つ い て は こ れ ま で い く つ か の 報告があ
stripeニ A T S， a nte riortr ache al stripe三C T，
c om puted to m ogr aphy ニD P L M B， distal portio n ofthe left m ain bronchu sニ工PCS， inferior
peric ardialstripe3ISA C，in n o min ate a rtery
－right s ubclavia n a rtery c o mplexiIV C，inferior
胞都側画像 の C Tに よ る解析とX線解剖学的検討
り9 卜
1 2I
， その 価値は高 く評価され て い るが ， 正常側面像
の解析に 関す る報告は ほと ん どな か っ た ．
著者は， 正 常側面像 に お ける 諸構造の 描出の 有無の
理由を C T像 を用 い て 解析 し， さ ら に 正 常日本人 に お
ける その 統計学的分析 を行な っ た ．
対象 お よび方 法
工 ． 対象お よ び撮影条件
暇和57年か ら 59年 の間に 金沢大学医学部附属病院
中央放射線部で撮影され ， 胸部単純撮影で 正 面像 も側
面像も異常な しと判定 され た 300例 の 側面像と こ れ と
ほぼ同時期に 績影さ れ た 70例の胸部 C T像 を対象と
して用い た． 側面像対象者は男性184例， 女性 116イ札
年令分布は 21才 へ 84才 く21へ 30才， 44 こ31句 40才，
51ニ41へ 50才， 59こ51ル 60才， 74 こ61句 70才， 53 こ70
才以上 ， 19I で， 平均年令6 6才で あ る
． 体型 に 大き
い 変形の ある もの は除外 した． 側面像 は立位右左方向
撮影で， 右肋骨が左肋骨の 外側に 投影さ れ て い るの を
選んだ． 撮影条件は電圧 120 E V， フ ォ トタイ マ ー ， 移
動型散乱線除去格子 1 0こ 1， 増感紙 E M を使用 し， 焦
点フ イ ル ム 間距離 は 245c m で， 拡 大率 は 1，080で あ
る． なお， 撮影は深吸気 で行な っ た ． 胸部 C T像対象
者は男性42例， 女性28例， 年令 21才 旬 84才， 平均年
令57才 で あ る ． 使 用 し た C T装 置 は G E C TI
8800X － 2で 仰臥位で ス ライ ス 厚 10m m， ス キ ャ ン 時
間4．8秒， マ トリ ッ ク ス 320X320 で あ る．
工I． 検討項 目お よ び検 討方法
側面像と C T がほぼ 同時期に 撮影 さ れ た 70例 に つ
いて， 側面像に お ける諸構造の描出の 有無 と C T所見
の関連及び側面像 にお け る諸構造 の統計学的分析 を
行っ た
． 側面像 に お け る検討項目は， 右腕頭静脈 一 上
大静脈複合体 くright bra chio cephalic v ein－ Superio r
V en a c av c o mplex， R B－S V Cl， 下大静脈 くinferio r
Ven a c a v a， IV Cl， 腕頭動脈一右鎖骨下動脈複合体
tin n omin ate a rte ry－ right s ubclavia n a rte ry
CO mple x， IS A Cl， 右室流出路 くright v e ntric 。1a r
O utno w tra ct， R V O Tl， 左 鎖骨下静脈 く1eft sub．
Clavia n v einl， 上 行大動脈 くa s c ending a o rtal， 大動
脈弓くa o rtic a rch，， 下行大動脈くdes c ending ao rtal，
左鎖骨下 動脈 く1eft s ubcla via n a rteryl， 気管前帯
くa nte rio r tr a che al stripe， A T Sl， 気 管 後 帯
くposterio rtr a che al stripe，P T Sl，中間気管支幹後壁
くposterio r w all of the bro n chu s inter m ediu s，
Ve n ac a v ai P T S， PO Steriortr a che al stripei
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P W BIl， 左 主気管支遠位部くdistalpo rtion oftheleft
m ain br o n chus，
．
D P－L M BJ， 右上 葉気管支 くright
uppe rlobebro n chu sl， 左上葉気管支く1eftup per．
lobe
bro n chu sl， 両側下葉気管支 くbilate ral lo w erl。be
br o n chusl， 肺門部血 管くhilarv a sculatu r eJ， preSpinal
inte rfa c e， 葉 間裂 Cinter lobe r fiss u r el， 肺 間膜
くinfe rio r pulm o n a ry liga m e ntI， 後 胸 骨 線 条
くr etr o ster nal stripel， 傍 胸 骨線 条 くpa r a ste rn al
Stripel， 心切痕 くca rdia cin cis u r a， 及 び前心膜線条
くa nte rio r pe ric a rdial stripel で ， い ずれも 判定は
Proto ら5糊 の 判定基準 に準 じて行 なっ た ．
m
． 統計学的処理
各種描出率の差の検定 は X之検定， 厚み の 羞の 検定 に
は stude nt
，
st．testで行 ない ， pく0．05 以下 を有意 と し
た
． 尚Pr otoの 描出率 との比 較に は臨界比法に よ り行
ない ， pく0．01 以下 を有意と した．
各計測値 の分布型に つ い て は， 一 般 に 各階級で の度
数の ば らつ きが 大 き い た め， 統計学的検定 は試み な
か っ た が， 度数分布図よ り推定出来 るも の は これ を行
な っ た ．
成 横
王 ． 側 面優 に お け る諸構造の 描出の 有無 の C Tに よ
る解析
検討項目 ご と に対 象例数 に 差異が ある の は， 検討に
耐えう る C T像が得 られ な か っ た もの を除い たた め で
ある．
1 ． R B－S V Cの 後藤及び前縁
側面像 に お い て気管透亮像に ほぼ 平行 して前方に 凸
な居 い 弧状陰影 を R B－S V C後緑と し， 後緑の 前方に ほ
ぼ 平行す る線状影 を前縁と した く写真 1フ
．
C T で は大
動脈 弓直上 の レ ベ ル で RB．S V C後緑及び前線 と肺 野
及 び縦隔との 関係を それ ぞ れ 3型 に 分類 した 個 1，
2l． R B－S V C後緑の 側面像 に お ける型別描出率 は表
1の と お りで， 工型 78％， 工 型 8％， m 型 0％で あ っ
た ． 工型 で描 出さ れ な か っ た もの 5例中3例で は肥満
に よ る腋窟部軟部陰影の増強が み ら れ た
． また ， R B．
S V C前縁の 側面像に お ける型 別描出率 は表 2 の ごと
く で， 工型 2例， 王工型 25例， m塾 39例 で あ るが ， 側
面像 で R B－S V C前縁 の描出 さ れ た も の は 1 例 も な
か っ た ． 前腋蘭線 に よる軟郡陰影 と の 鑑別が 一 般 に 困
難 で あ っ た ．
2 一 王V C の後線お よ び前縁
P W BI
， pO Sterio r w allofthe bro nchu sinter－
m ediusニ RB－S V C
，
rightbr a chio c ephalic v ein－S uPerior vena c a v aニ R VOT， right v entricula r
O utflo wtr act3 X－P， thelater al chest r adiogr aphy．
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Photo．1． Late r alr ediogr aph sho wing anterior m a rgin ofs uperio r v e n a
c a v aくar rowhe adsI． T he c o n v ex m a rgin of the in n o min ate a rtery－
s ubcla via n artery c om plex くbla ck a rr o w slpr ojects with the po ste rio r
aspe ct of the right br a chio c ephalic v ein－S uperio r v e n a c a v aくwhite
ar r o w sI．
Fig．1． C Tcla ssific atio n ofpo sterio r m a rgin of R B
－S V Catlev el of lc m abo v e ao rtic a rch－
I ，1u ng o utlining m o r etha nhalfofpo sterio r m a rgin of R B．SVCくarrowlニ II，1u ng o utliningle ss
tha nh al fo po ste rio r m a rgin of R B－S V CJII， m edia stinaltiss ue o utlining alm o ste ntir epo sterior
m a rgin of R B－S V C，
Fig． 2． CT cla ssific atio n of a nte rio r m a rgin of R B
－S V Catlevel of lc m abo v e a o rtic a r ch－
I ，1u ng o utlining m o r etha nhalfof a nte rior m argin of R BuS V Cくa rr o wl三 II，1u ng o utliningless
tha n halfof a nte rio r m a rgin of R B－S V CニIIl， m edia stin al tiss u eくホン o utlining alm ost elltire
a nte rio r ln a rgln Of R B－S V C．
胞部側面像の C T
－
に よ る解析と X線解剖学的検討
Table l－ Vis u aliz atio n r ate ofC T findings




C T r ate
ロ 田 5 78％
田 田 35 8％
m 田 7 0％
Total 21 47 30％
＋， Visu aliz edニ ，ー n Ot visu aliz ed
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Table 2－ Vis u alizatio n r ate ofC T findings
at anter－io r m argln Of R B－S V C
言モP ＋ vis ualiz atio nrate
ロ 田 2 0％
田 田 25 0％
田 0 39 0％
Total 0 66 0％
Photo． 2■ Late ral r adiogr aph sho wing a nte rio r m a rgin くbla ck a rr o wl
a ndty pic alc o n c a v epo sterio r margin くwhite a rr o w slof inferio r vena
C a V a．
P hoto ．3． Co mputed to m ogr a m of the s a m epatie nt a s P hoto． 2．
de m o n stratinglu ng o utlininga nte rio r a ndpo sterio r m a rgin s of in ferio r
V e n a C aV aくI V CJ atlev el of lc m abo ve the top of diaphragm a． R，
right side三 L，1eft side ．
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側面像に お い て心 後緑最下方で横隔膜陰影 と ほぼ 直
交す る陰影 を王V C後緑と した． 後緑 の 前方に 平行す る
線状影 を前縁 と したく写真21． C Tで は横隔膜直上部
の レ ベ ル で工V C と肺野及 び縦隔 と の 関係 を 3 型に 分
類 したく図 3ナ． IV C後緑の 型別描出率は表 3 の ごとく
で あ る． 65例中98％に I V C後緑が描出さ れ， 描出さ れ
な か っ た 1例は江王型で あ っ た ．
前縁が描出され た も のは 65例中1例 く1．5％コ の み
で C Tで はI 型 であっ たく写真 2， 31． な お ， I VC が
C T で I 型 を呈 した もの は 3％と少な か っ た ．
3 ． 上 行大動脈
側面像 に お い て心陰影前縁に 連続 し胸骨 に ほぼ平行
す る陰影 を上行大動脈前縁と した く写真4う． C T で は
上 行大動脈の 縦隔内で の位置と肺野と の 関係 を気管分
岐部よ り 1c m 下の レ ベ ル で 3型 に分類 した く図4J．
後緑は い ずれ も他の 縦隔構造と接 し， 肺 野及 び多量 の
縦隔内脂肪と接す る もの は な か っ た ． 上行大動脈前縁
の塾 別描出率は表4 の ご とくで 上 行大動脈 の 前縁が鮮
明 に 描出さ れ た もの は 工． 型 84％，工工型 50％でIf工型で描
出され たも の は なか っ た ．
4 ． 大動脈弓




isu aliz atio n
C T rate
6 2 0 1 00％
田 9 0 100％
旺工 53 6 98兎
Total 64 ロ 98％
西
側面像 に お ける大動脈弓の 同定は従来の 報告13根 茎
づ い た く写真 4う． CT で は大動脈弓 と肺野 及 び縦隔と
の 位 置関係 は図5 の ご とく 3型 が 考え られ た が， 成人
P hoto． 4． Late r al r adiograph showing a nterior
m a rgin of a sc e nding a o rta くA AI， a Ortic arch
くa rr o w sJa nd a nterio r m a rginくwhite a r ro wheadsI
a nd po ste rio r m a rgin くbla ck arro whe adsl of
de sc e ndirlg a O rta ． T he r etr o ste r n al lung
a cc o unts forthe distin ct cle a r spa c ebehindthe
Ster num ．
王 工 エ王
Fig． 3－ C Tcla s sificatio n of IV Catle v el of lc m abo v ethe top ofdiaphr agm ．
I ，1u ng o utlining m o rethan halfofa nte rio r m a rgln三 II，lu ng o utliningles stha nhalfofa nterior
m a rginiIH， m edia stin altis su eりり o utlining alm o ste ntire a nterio r m a rgin ． Lu ng o utlines alm ost
e ntirepo ste rio r m a rglnin allthr e ety pes．
胞部側面像の C T に よ る解析と X線解剖学的検討
にお ける 今回の 対象例で はII王型 は認 めな か っ た ． 大動
脈弓の 型別描出率 は表 5 Aの ごと く で ， 工型 で 描出さ
れたの は98％， H型で は 91％で あ っ た ． 大動脈弓が描
出された 67例中40例 で そ の 全長の 1ノ2以上く表5別 が
描出され たが， 工 型 と1I型 の 間で 大動脈の 描出され 方
に明確な差異はな か っ た ． 大動脈弓の 描出さ れ なか っ
たもの は3例で ， 大動脈弓後方は肺野 に 突出 して い た
が， 全体と し て大動脈弓の 突出が軽度で工II 型に 近 い も
Table 4－ Vis u aliz atio n rate of C T findings
at a sc e nding a o rta
X，P
十 visu aliz atio n
C T rate
ロ 21 4 84％
田 田 2 50％
田 0 田 0％
Total 23 47 33％
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Table 5． A． Vis u alizatio n r ate of C T 丘ndings
at a ortic a r ch
X－P
＋ visu aliz atio n
C T rate
ロ 47 ロ 98％
H 20 2 91％
m 田 0 0％
Total 67 3 96％
B． Degr e e of visibility ofthe a o rtic a rch
in 67s ubje cts
X－P u nder O V e r vis u aliz atio n
C T 凶 1ノ2 r ate
ロ 19 28 40％
田 8 12 40％
田 0 0 0％
Total 27 40 40％
Fig－4． C Tcla s sific ation ofa s ce nding a orta atle v elof lc m belo w c a rin a．
I ，1u ng o utlining entir e a nterio r m a rgin三 工I， a nterio r m edia stin al fatく車ンo utlininglesstha nhalf
Ofa nterio r m a rgini HI， a nterio r m edia stin al fat o utlining m o retha nhalfofa nte rio r m a rgin． AA，
a s ce nding a o rta．
王王工
Fig．5． C Tcla s sific atio n ofa ortic a rch．
I ，1u ng o utlining e ntireleft a nd po ste rio r m a rgin s三 II，1u ng o utlining e ntir eleft m a rgin a nd a part
Ofposte rio r m a rginニ工Il， m edia stin altiss u eく蹄lo utl in ingleft and po sterior m argin．
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Table 6■ Vis u aliz atio n rate ofCT 丘ndings




Vis u alizatio n
C T r a亡e
ロ 1．7 4 80％
H 2 40 5％
m 0 7 0％
Total 19 5 1 27％
西
Table 7－ Visし1aliz atio n r ate of C T findngs
at anterio r m a rgln Of de s ce nding
a orta
X－P
＋ vis u aliz atio n
CT rate
ロ 8 ロ 89 ％
H 3 6 33％
田 0 52 0％
Total 田 59 16％
Fig． 6． C Tcla ssific atio n ofpo ste rio r m a rgin ofde sc e nding a o rta atle v el of 3－4cm belo w c a rin a．
I ，1u ng o utliniLng m oretha nhalfofpo sterio r m a rginこ 工I，lu ng o utliningle sstha nhalfofpo sterior
m a rginI HI， m edia stin altiss u eく串ナ o utlining alm o st e ntire po sterio r m a rgin ． D A， de s c ending
a o rta ．
Fig． 7． C Tcla ssific atio n ofa nterior m a rgin of de s c ending a o rta atlev el of 3－4c m c a rin a．
I ，1u ng o utlining m o retha nhalfof a nte rio r m a rglnニ II，1u ng o utliningles sthanhalfofa nte rior
m a rginI ul， m edia stin altis su eく串Jo utlining alm o stentire ante rio r m argin ． D A． des c ending a o rta．
て－ て
江工
Fig．8． C Tcla ssific atio n of R V O Tatle v el of 2－3c m belo w ca rin a．
I ，1u ng o utlining m o r etha nhalfofa nterior m a rginニ工I，lu ng o utlininglesstha nhalfof a nterior
m a rginニ工I， m edia stin altiss u eく躊lo utlining alm o st entire a nte rio r m a rgin ．
胞都側面像の C Tに よ る解析と X綿解剖学的検討 881
の であ っ た ．
5 ． 下行大動脈の 後繚及 び前縁
側面像に お け る下行大動脈の 前縁及 び後緑の 同定 は
従来の 報告
1 3Iに 基 づ い た く写真4う． C Tで は気管分 岐
部より 3 へ 4c m 下 方の レ ベ ル で 下行大 動脈 の 後緑 と
肺野及 び縦隔との 関係 を 3型 に 分 類し たく図 6 う． 同部
での下 行大動脈後緑の 型 別描出率は表 6の ごと く であ
る． 描出され た もの は 工型 で 80％， II 型 は 5％ でIII型
で描出さ れた もの はな か っ た ．
下行大動 脈の 前縁と肺野 及 び縦隔の 関係 を気管分岐
部より 3 旬 4 c m 下 方の レ ベ ル で 3 型に 分類 した く図
7コ． 下行大 動脈 前縁の 型 別描出率は表 7の ごと く で ，
I 型で 描出され た も の は 89％， 工工型 は 3 3％で 川 型 で
描出さ れ たもの は なか っ た ．
6 ． R V O T
側面像 に お い て 心 陰影 の 前縁か ら肺門部に 向う 上 方
凸な緩い 弧状影を R V O T と したく写真 5l． CT で は気
Table 8． Visu aliz ation rate of C T find ngs
at R V O T
さく 十 vis u aliz atio nr ate
ロ ロ 2 33％
田 ロ 20 26％
m 0 40 0％
Total 8 62 11％
管分 岐部 よ り 2 へ 3cr n下 方 の レ ベ ル で R V O Tの 縦
隔及 び肺野 との 関係を 3型 に 分類したく図8I． RV O T
の 型 別描出率は表 8の ごと く で 王 型 33％， 工工型 26％
Photo ．5 ． Lateralr adiogr aph sho wingrightv e ntri－
C ula r o utflo w tr a ctくar row sJ．
P hoto －6． Co mputed to m ogr a m de m o n str ating left lu ng o utlining
a nte rio r ofright v e ntric ula r o utflo w tra ctくR V OTナ． Note a sc e nd ing
aorte 仏AJbehind right ve ntric ula r o utflo w tra ct．
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P hoto． 7． Late ral r adiograph showing po sterio r
m a rgin of left subcla via n a rte ryくs m a11arr o w sJ，
V e rtical s ofttiss u e stripe くpo ste rio r tr ache al
Stripe ，1ニ a nte rio rtr a chealstripe，2l， R， 0ri ficeof
right up perlobe bro n chu sニ L， 1eft up pe rlobe
br o n chusi pO Ste rio r w all of bro n chu s inte r．
m ediu sくbla ck a r ro whe adlニ 3， pO Sterio r w allof
dista1 1eft m ain bro n chu sニ 4， a nte rio r wal lofleft
lo w e rlobe br o nchu si R P A， right pulm ona ry
arte ry a nd lob ulated po ste rio r m a rgin of para－
Ste rnalstripeく1eft a r r o w sl．
西
で ，王王型で は 40例 す べ て描出さ れ な か っ た
．
R VO T が
描出さ れ た 8例で は R V O T はい ずれ も上 行大動脈の
左 前方 に 位置 し， その 前方に 左肺の 陥入 が みと められ
た く写真6I． 工及 び H 型 で R V O Tの 描出さ れ なかっ
た 22例 の大半は R V O Tの 前縁 は 上 行大動脈前縁の
後方 に 位置 して い た．
7 ． A T S
側面像 に お い て気管透亮帯 の 前縁を縁 どる巾の狭い
帯状 の 軟部陰影を A TS と したく写真 7l． C Tで は大
動脈 弓直上 の レ ベ ル で 気管前壁 と縦隔内脂肪及 び大血
管 と の 関係 を3型 に 分類 した く図9う
．
A T Sの 勤 惰
出率 は表 9の ごと くで I 型で は 65％， H型で は50％，
m 型 で描出さ れ た 例 は な か っ た ． I 型 で 描出さ れな
か っ た 7例 はい ずれ も 肩甲部及 び上胸部の 骨軟部陰影
が著明 に 描出さ れ る．
8 ． P T S
側面像 に お い て気管透亮帯後緑 に 沿う帯状の軟部陰
影 を P T S と したく写真 7l． C Tで は 大動脈弓直上よ
り 1 へ 2c m 上 方の レ ベ ル で 気管後壁 と肺野 及 び縦隔
と の 関係 を 3型に 分類 した く図10J． P T S の型別描出
率は表 10 の ごとく で 工型 95％， 廿型 71％， HI 型11％
Table 9． Visu aliz ation r ate of C T andings
at anterio rtra chealstripe
X－P
十
Vis u alizatio n
C T r ate
ロ 13 7 65％
H 8 8 50％
m 0 25 0％




Fig．9． C Tcla ssific atio n of a nte rio rtr acheal w al atle v el of lc m abo v e a o rtic a rch．
I ，la r或 a m o u nt of m edia stin al fatくbla ckI o utlining a nterio rtra che al w allくa rr o wJニIJ， S m all
a m o u nt of m edia stin al fat o utlining ante rio rtr a che al w alli工II， anterio rtra che al w all dire ctly
C O nta Cted with s urro u nding m ajo r v e ss ele s．
胸部側面像の C T に よ る解析 と X練解剖 学 的検討 883
で あっ た ． ト型 で PT S が描出さ れ な か っ た 1 例 は腋
窟軟邪険影 と の 重 な り で P T Sの 同定 が 困難 で あ っ
た． 1王l 型で P T S が描出 され た 3例 で は， い ずれ も 4
rn m以上 の 巾の 厚 い P T S と して 描出さ れ た．
9 ． P W BI
側面像に お い て 上 端が右上 葉気管支口 の 後壁よ り は
じまり， それ よ り下に 垂 直 か や や斜め に 走 る線状影 を
PW BI と したく写真 7l． C Tで は中間気管支中央部 の
レ ベ ル で検討 した． 全例 で写真8の ごと く P W B 王後部
は全長に わた っ て 肺野 に 接 して い る の で 型 別分 類は行
なわな か っ た ． 表11 に 結果を示 す． P W Bl が側面像 で
描出され たも の は 93％で あ っ た ． 描出され なか っ たも
の は7％で， 左 主 気管支と の 重 な りで 同定が 困難で
あ っ た ．
10． D P－L MB後壁
側面像 に お い て左上 葉気管支口 に よ る円形透亮像 よ
Table lO－ Visu aliz ation rate of C T 血dings
atpo ste riortr a che al strlpe
X－P
＋ visu aliz atio n
C T rate
ロ 20 ロ 95 ％
H 15 田 71％
m 3 24 11％
Total 38 31 55 ％
工 工工 H
Fig．10． C Tcla ssific atio n ofpo ste rio r w alloftr a che a atlev elof lc m abo v e aortic ar ch．
I ，retrOtra Che al lu ng o utlining m o r etha nhalfofpo ste rio rtr a che alw al 1くa rr o wH II， retrOtr a Che al
lu ng o utlining le s stha n h al fof po sterio rtr a che al w allニ HI， m edia stin al tissu eく串1in cluding
e sophagu sくElo utlining alm o st e ntirepo steriortra che al w all．
P hoto ．8． Co mputedto m ogr a mde m on stratinglu ngin a zygo e sophage al
r e c e ss仏 EIo utlining e ntir e po ste rio r w allof right m ain a nd inter－
m ediatebr o n chiくar rowl．
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り上 方に 続 く気管支透亮像後壁 の 帯状影 を D P－L M B
後壁と し た く写真7フ． C Tで は気管分岐部 ある い は そ
の 1 c m下 方の レ ベ ル で D P．L M B と肺 野 及 び縦隔 と
の 関係を 3 型に 分類 した く図 11 ． D P－L M B後壁の 型
別描出率は表 12の ご とく で ト型 で は 10％描出さ れ，
n型で は描出さ れ たも の は な く， I工I 型で は 3％ に描出
さ れ た
．
工Il型 で描出さ れ た 2 例 で は C Tで D P－L M B
後壁 に食道が接し てい た く写真 9A， Bう．
11． Pre spin al interfa ce
側面像 に お い て pre spin al inte rfa c eは 脊椎前縁 に
平行す る細 い帯状影 と しく写真 10う， 大動脈弓 よ り上 部
を upperpre spin al inte rfa c e， 下 部をlo w erpre spin al
interfa ce と した． up pe r pr e spin al inte rfa c eの み検
討 を行 な っ た ． C T で は大動脈弓よ り 1 c m 上 方の レ ベ
ル で検討 を行 な っ た ． 図 12 の ご とく， 肺野 ， 縦 隔及び
脊椎前面の軟部組織 の関係は 3 型が考 え られ た が， 著
者の 検討例中I型は認 め な か っ た ． up pe r pr e spin al
inte rfa c eの 型 別 描出率 は表 13の ご と く で ， II 型
30％， m型 4 ％で あ っ た く写真 11， 10う．
12． 心 切痕
側面像 に お い て 心陰影前下方で 前方 は胸壁 に 下 方は
横隔膜 に墳 され る 濃度の 増加 した部分 を心 切痕 と した
く写真12l． C Tで は横隔膜直上 か ら 1一 旬 2c m 上 方の
レ ベ ル で肺野 ， 心 左緑及 び縦隔内脂肪の 関係 を 3 型に
分類 したく図13J． 心切痕の 型 別描出率は表14の ご と
くで 工型 で は 9例 す べ て に 描出され ， H 型， m 型で描
出さ れ たも の はな か っ た
．
Table l l■ V isu aliz atio n r ate ofCT findings
at P W BI
X－P ＋
vis u aliz atio n
r ate
C T 65 5 93％
側面像に お い て 心陰影 の 前縁に 沿 っ て透過性の 蝕 1
帯状の 陰影 に はさ ま れ た線状影 を A P C Sと した 特異
131． C T で は横隔膜 レ ベ ル よ り 1c m 上 方の レ ベ ルで
A PCS を心膜下脂肪 と縦隔脂肪及 び 心膜と の 関係よ
り 3 型に 分類 し た く図 14う． A P C Sの 型 別描出率は蓑
15の ごと く ト型 13％， H 型14％， I工王塑 2％で あっ た
．
ト型 で A P C S が描出さ れ な か っ た例 の う ち で 肥満の
ため 条件不良と考 えら れ たも の が 2例 あ っ た
．
そ の 他 の 諸構造 に つ い て は C Tで の 解析は困難で検
討対象か ら除外 した．
H ． 側 面 像の X 線解剖に 関す る統計学的分析
1 ． 各構造の 描出率及 び そ の 構造の 形態 と厚さ に関
す る統計学的検討
上記の 300例 の 側面像に お い て ， 諸構造が描出され
た頻度 を表 16 に 示 す ． 工V C後壁は 2 90例く97％うで認
め られ ， そ の う ち 251例 く87％ぅ で 後方 に 凹型 ， 39例
く13％1 で 直線状 で あ っ た
． 大動脈 弓 は 257例く86％J
に 描出さ れ， その う ち全長の 1ノ2 以下 が 描出さ れたも
の が 119例 く46％う で あ っ た ．
A T S は 74例く25％うに み と め られ ， 厚さ は 1．4 士0．4
m mく0．5 へ 3 ， 不明l 仁m 士S D く範囲， 分布型ブコで あっ
た
．
P T S は118例 く39％ン に 描出さ れ ， 厚さ は 1．2士
1 ．O m m， く0．5 へ 5 ， 対数正 規塑うで あ っ た ． 左右上薬
Table 1 2． V isu aliz atio nrate ofC Tfindings
at D P－L M B
X－P
＋ v
isu aliz atio n
C T r ate
ロ 2 0 10ぐj％
H 田 7 亡1％
m 2 56 4％
Total 4 63 6 ％
m
Fig．11． C Tcla ssific atio n ofpo ste rio r w allof D P－L M Batlev el ofl c m belo w c a rin a．
胞都側面像の CT に よ る解析と X線解剖学的検討
気管支の 円形透亮像 く写真71 は それ ぞれ 左が 257例
は4％I， 右が 149例く別 ％ン に 描出さ れ た． それ ぞ れ
の 前後径 は 左 9．0士2 ■2 m m く4 へ 16， 正 規 型I， 右
8．5士1．8m m く5 へ 14， 正 規型l で あ っ た ． PW BI は
255例 く85％1 に み ら れ ， 厚 さ は 1 ． 2士 0．2 m m
肛 5 旬 2 ， 不明う で あ っ た ．
左肺動脈 は 233例 く77％う に ， 右肺 動脈 は 288例
く96％う に 描出され た ． そ れ ぞれ の最大径は， 左肺動
脈は19．5 士4．3m mく8
へ 32， 正 規型烏 右肺動脈 は，
14．5士4．8 m m く5 へ 30， 正 規型う であ っ た ．
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葉間裂 は明 らか に 左右の 区別出来る もの の み を検討
した■ 右の m ajo rfiss u reくright m ajorfiss u reJは 130
例 く43％l， 左 の m ajo rfissu reく1eftm ajo rfis su r eJは
41例 く14％1， min o rfiss u r eは 54例く51％lに 描出さ
れ た．
後 胸 骨線条 愕 真14う は 著者 の 検討 で は 188例
く63％1に 認 め られ， その 厚 さは 1．6 士0．5 m mくト 3，
対数正規卦 で あ っ た
．
傍胸骨線条 く写真 り は 98例 く33％I に 認め られ，
厚さ は 4．5士1 ．4 m mくト 6， 正 規型1 であ っ た．
Phot．0 ． 9
． A． Later al r adiograph sho wing po ste rior w allof distal left
m ain bronchu sくa rr o whe adsI．
B． Co mputed to m ogr a m ofthe sa m epatie nt a sA， Showlngleft m ain
bro n chu sくL M BJa nd e sophagu sくEI．
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A P CS は 26例く9％lに 認 め られ， そ の 厚さ は 1．1 士
0．5m m く0．5 句 2， 不 明う で あ っ た ．
2 ． 諸構造 の 年令別描出率
検討 を行な っ た 300例の 側面像に お ける 諸構造の 年
令別描出率の 評価 の 結果を表 17に 示 す． 年令を 50才
以 下 仏 群ユく154I と 51才以 上 ほ 群1 く14別 のき群
に大別 して行 な っ た ． B 群が A 群に 比 し有意に 描出率
の 高 か っ た もの は， 上行大動脈， 大動脈弓，王SAC 及 び
心切痕 で あ っ た ． 逆に A 群 が B群 に 比 し有意 に 描出
Table 13． Vis u aliz ation
．
rate of c T findings





ロ 0 0 0％
H 3 7 30％
田 2 54 4％
Total 5 61 8％
Photo ．10． Late ralr adiograph sho wingthe uppe rprespinalsoft tiss u eto
fo rmthe up pe rpr espin al inte rfa c eくa rr o w sl．
P hoto． 11－ Co mputed to m ogr a m of the s a m epatie nt a s P hoto． 10
Showing m edia stin altiss u ein fr o nt ofthe spin e．
S， Spin ei T， tr a Che ai E， e SOphagus．
胸部側面像の C T に よる解析と X線解剖学的検討 887
率が高か っ たも の は傍胸骨練乳 肺間膜く写真 15ン， D P－
L M B， P W BI及 びI V C後緑 で あ っ た ．
3 ． 諸構造の 性別描出率
性別描出率の 結果 を表18に 示 す．
男性が 女性 に 比 し有意 に 描出率の 高 か っ た も の は
SV C 研獅凱 I VC， 上 行大動脈前縁， A T S，P TS， right
m ajo rfiss u re， 1eft m ajor fis su r e， 傍胸骨線条で あ っ
た ．
女性が男性 に 比 し有意 に 描出率の 高か っ た もの は，
後胸骨線条の み で あ っ た ，
考 察
工 ． 側面優 に お け る諸構造 の 描出 の 有無の C Tに よ
る解析に つ い て
側面像の 解析 に C T を利用 す る場合の問題点は撮影
体位で あ る． 側面像は立位 で撮影さ れ るの に 対 し， C T
では仰臥位で 撮影 され る為に ， 体位 に よ る縦隔の変形
を考慮する必 要が ある ． Bell ら1畑は同 一 例 で の仰臥位
と腹臥位 で の C T像 を比 較し， 体位 に よ っ て心臓及 び
大血管の 変位が み られ た と報告 してい る
．
しか しなが
ら， C Tを立位で 撮影す る こと は でき ず， 他 に 非侵襲的
な解析方法が な い 現 状で は ， C Tで の解析 は 一 応可能
と考える． C T を利用 し て側面像 の 一 部 を解析 した こ
れま で の 南川ら1 0l， Web b ら1 1及 び Ko r ma n oら1 21の
報告で も， こ の 体位 に よる差異に は特別な配慮が な さ
れて い な い ．
R B－S V C後緑 は著者 の 検討で は， 後方が肺野 と接す
る場合に の み 側面像で 描出さ れ， 肺野 と後緑の 接触す
る度合の 大き い 程， 後緑 が よ り 明瞭 に 描出さ れ た
．
W hale nら1 5や Proto ら51は 横 断解剖所見 よ り R B－
SV Cの 後方に 肺野 が接 し， 肺野 と の コ ン トラ ス ト で
R B－S V C後藤が描出さ れ る と報告し， 著者の 検討と 一
致する
． 著者 の C Tに よ る観察 で は後緑の 一 部の み し
か肺野 と接 しな い も の ， あ る い は全く接 しない も のが
過半数 を占め， R B－S V Cが側面像で描出され な い 最 も
大き な原因と考 えら れ た
．
こ の よ う な非描出例 の 原因
に つ い て の 報告は こ れ ま でに なさ れ て い な い ． S V C前
線 に つ い て は， C T での 解析に 用 い た 70例中描出され
たも の は なく， した が っ て 解析は 困難で あ っ た ． しか
しな が ら， C T で S V C前縁が完全に 肺野 と接す る I 塑
が 66例中 2例く3％1 に み ら れ， 条件が良 い場合 は側
Photo． 12． Late ral r adiogr aph sho wing ca rdia c
in cis u r aくa rro whe adsI．
皿工
Fig．12． C Tcla ssific atio n ofpre spin al inte rfa c eatle v el of lc m above a o rtic a r ch．
I ，1u ng o utlining pr e spin als oft tiss ueくbla ckh II，1u ng o utlining spineI HI， m edia stin altiss u eく串Iincluding e sophagu sくE，o utlin ing spine o rpre spin als oft tiss u e．
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画像で描出し得 る可能性 も あ る と 考 え ら れ た ． R B．
S V Cの 前縁の 描出の 有無及 び そ の 原 因 に 関 す る報告
は こ れ ま で に なさ れ て い な い
．
nrCの 後縁はほ ぼ全例に 描出さ れ ， C Tで も 全 例で
I V C後緑の ほ ぼ全長が肺野 と接 して い た ． 前縁 は， C T
で 1VC 前縁の大部分 が 肺野 と 接す る ト型 2例中 1例
に お い て の み描出され た． その 他の 型 で は描 出例 はな
く ， した が っ て IV Cの 後棒 も前縁も肺野 と の コ ン トラ
ス トで 描出され る こ と が示 され た
．
この 点に 関す る著
者の 成績 は To rkin らl軋や Proto ら51の 報告 と 一 致 す
る
．
気管分岐部 レ ベ ル の 上 行大動脈前縁が側面像 で描出
され る場合 は， 肺野が上 行大動脈最前線に 接す る場合
くI塑1 で あ る こ とが 示 さ れ た
．
Heitz m a nけや Pr oto
ら51は前縦隔脂肪 の存在す る 場合は描出不良と な る と
述べ て い るが ， 著者の C Tで の 検討 で は上 行大動脈前
方に縦隔内脂肪が存在 し て も そ れ が軽度 く工王型ン で あ
れ ば側面像 で描出さ れう る事が示 され た．
大動脈弓 は C Tで は全例に お い て少な く とも 最背側
部は左肺 に 突出して お り， 側面像 で ほ ぼ全例 に 描出さ
れ， Heitz m a n札や Pr oto ら引の 考察 に 一 致 した ． しか
し， 突 出が 軽度 な場合くH型に 近 い1は 描出され な か っ
た
．
下行大動脈の 前後縁 も最前羅あ るい は最後緑を越 え
て肺野が 接す る場合 り 塾う に 描出率が良好で， 下行
大動脈 の 半円以 上 が縦隔内に 存在す る場合く工王， HI型う
描出され る頻度 は極めて 低か っ た ． 下行大動脈の 側面
像 での 描出 に つ い て は常識的 に肺 野 との コ ン トラス ト
に よる と考 えら れて お り， その 解析 に 関す る報告は な
い
． 著者の 検 討した C Tに よ る解析で は肺野 と接す る
場合で も H， 凹型 で は ほ とん ど前及 び後藤 は描出され
Table 1 4． V is ualiz atio n r ate of C Tnndings






ロ 田 0 100％
田 田 31 0％
田 田 24 0％
Total 9 55 15％
Photo － 13■ Late ral radiograph showing n orm al
V e rtic ally o rie nted a nte rio r peric ardial stripe
くa 汀OWSl．
工 工工 王工工
Fig．13． C Tcla s sific atio n of ca rdiacin cis u r a atle v el ofl－2c m abo v ethe top of diaphr agm －
I ，1a rge a m o u nt ofa nte rio r m edia stin al fatくo r epipe ric a rdial fat，bla cklo utlining a nte rio r and left
a nterior m argin s of he a rtニ II， m Oder ate a m o u nt of a nterio r m edia stin al fat o utlining a nterio r
m a rgin of he a rt a ndlung eXte ndingleft a nte rio r margin of hea rtiIII， S m alla m o u nt of or n o
a m o u nt ofa nterio r media stinal fat o utlining a nterio r m a rgin of he a rt a nd lu ng e xtendingtoleft
a nte rio r m a rgln Of he a rt．
胞部側面像の C T に よ る解析と X練解剖学的検討
ず， これ は H， 工II 型で は X 線 ビ ー ム の 方向と肺野 と接
する大動脈壁が接線方向と なり に く い た め と考 えられ
た
．
R V O Tの 描出の 有無 に つ い て の 解析 は， その 最前方
が肺野 と接 す る こ と及 び それ が 上 行大動脈 よ り前方
く気管分岐部よ り2 旬 3c m 下方で解析I に 位置す る




A T S は， C Tで の 解析で は大動脈弓直上 の レ ベ ル で
肺野と接す るも の はな か っ た ． Proto ら51は横断解剖所
見よ り， A TS が 側面像 で 描出され るの は気管前方 の
縦隔脂肪との コ ン ト ラ ス ト に よ ると 報告 して い る
． 著
者の C Tに よる 解析で も， A T S が描出 さ れ た 例 は い
ずれも気管前方に 縦隔脂肪が認 めら れ， 血 管等の 軟部
組織と接する場合は描出さ れ なか っ た ． した が っ て，
A T Sが側面像 で 描出さ れ る の は気管前方 に ある 程度
以上の縦隔脂肪が存在す る場合と考 え られ た
． 気管軟
骨の骨化で ， 気管壁の 濃度 が高く な り その た め に 気管
前壁が直接描出され る 可能性も あ るが ， 脂肪 の 認め ら
れない 場合く工工I型ぅに A T S が描出され た例 は なく ， こ
の 可能性は低い もの と 考え られ た
．
P TSの 側面 像 で の 描 出 に つ い て は Ba chm a nら1 71
の解剖所見か らの 考察が あり ， 気管後壁 と食道右壁 の
間に陥入 する肺野く後気管陥凹， retr Otra Che alre ce ssl
と気管内空気との 間に 気管後壁が描出され る と考 えら
れ て い る
．
こ の 報 告 は Palaye w瑚 ， Pr oto ら5，，
Kor man oら1 2J， 松林ら2Iに よ っ て も支持さ れ て い る
．
Kor m a n oら12Iは C T所見 で の 解析 を試 み， 気管後壁
の半分 以上 に 後気管陥凹 が 伸展 す る例で は P TS は高
率に鮮明 に 描出され る が， 気管後方が食道 で 占め られ
後気管陥凹 の 小 さ い例 で は P T S は描出さ れ な い と述
べ て い る ． 同様の こ と は著者 の 検討 で も 認 め ら れ，
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PT S は十分 な大き さ と 広が り をも っ た後気管陥凹 の
存在 す る場合 に 側 面 像 で 描出さ れ る も の と 考 え られ
た． ただ し， 著者の 検討例 で は気管後方に 食道 の 存在
した工II 型 27 例中3例 に も P T S が認 められ た． これ ら
は い ずれ も 4 m m 以 上 の 巾の 厚い P T Sで あ り， い わ
ゆ る tr a che o e sophage al stripe が 描出 さ れ た も の と
思 わ れ る
． tr a che o es ophage al stripe と は気管内空気
と食道内空気の 間に 存在す る気管壁 に 食道壁が加算 さ
れ帯状に 描出さ れ る もの で3糊1 2，弼 ， こ の よ う な場合 は
P T Sの 巾や形 態が食道内空気の 状態 に よ っ て変化 し，
特に 経時的な X 線像を比 較検討 す る場合 に は留意す
べ き で ある ．
PW BIの 側面 像 で の 描出に つ い て， Heitz m a nら4，1鋸
は解剖所見 と対比 して ， 中間気管支幹内の 空気と奇静
脈食道陥凹 くa zy go e s ophage al re c es sl 部の肺野と
の コ ン ト ラ
■
ス トに よ り それ が 描出 され る と述 べ て い
る ． 著者 の C Tに よ る 検討成績 も Heitz m an ら の 報
告封1 9堰 支持す る も の で あ っ た
． 描出され な か っ た例 は
左主気管支 と の 識別 が困難 で あ っ た も の で あ り，
P W BI は 正常例 で は側面像 で ほ ぼ 全例 で 描出 さ れ る
もの と考 えて よ い であ ろう ． W ebb らの 報告1りで も 同
Table 1 5． Vis u alizatio n rate of C T findings
at pe ric ardialstripe
X－P




ロ ロ 7 13％
H 2 田 14％
田 ロ 41 2％
Total 4 60 6％
Fig． 1 4． C Tcla ssific atio n of A PCSatle v el oflc m abo v ethe top ofdiaphr agm ．
I ， peric a rdiu mくa rr o w s，i clearlyde m o n str ated betw ee n abu nda nta nte rio r m edia stin al fatく寝 癖1
a nd epic a rdial fatく串h II， the sa m ea sty pe I，the a mo u nt of fatis s mallJII， Pe ric a rdiu mis n otide ntified．
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様の 結果が得 られ て い る ．
D P－ L M B後壁 が側面像で描出さ れ る 理 由 に つ い て
の報告 は い まだ な い ． 著者 の 検討 で は D P．L M B の後
方 に肺野の 広 い 陥入 が み られ た ト型 2 例 に D P－L M B
が描出さ れ た こ と か ら， P W B王と同様 に気管内空気と
肺 野 との 間の コ ン ト ラ ス ト で D P－L M B後壁 が描出さ
れ る もの と考 えら れた
．
一 方 ， D P－L M B後方 に 肺野 は
な く縦隔組織 で 占め られ る m型 56例中2例く4 ％う に
も D P－L M B後壁が描出さ れ た ． 同部に は しば しば食
道が接 して い る の で201， 食道 内空気21 と D P－L M B内空
気の間 に D P－L M B後壁 と食道壁 が描出さ れ た も の と
考 えら れた ．
西
Pr e Spin al interfa c eの 側 面像 で の 描 出 は Heitz．
m a n
4切 解剖所見 と の 対比 で ， 脊椎前面 の 軟部組織が
肺 野 と の コ ン トラ ス ト で 描 出さ れ る も の とさ れ て い
る ． この 点を 考慮 して C T像 を 3型に 分 け検討したが
I王型 とm 型の み で ， 脊椎前面 に C T 上軟部組織が認め
ら れ た例 はな か っ た ． どの 程度の 厚み の 組織が C Tで
描出さ れ得 るか に つ い ては こ れ ま で に 報告さ れて おら
ず明確 で はな い が， C T 上脊椎前面 の 軟部組織を認め
ずそ の 前方 に 肺野 の 接 する H 型10例中3例 ほ0％うに
up pe rpre spin al interfa c eが描出さ れ た こ とは， 脊椎
前面の 軟部組織が薄い た め pa rtial v olu m e phen。，
m e n o nで C T 上描出され な か っ た も の と 考えられた．
Table 16． Visu aliz atio n r ate ofthe v a rio u s a n ato mic alstr u ctu r es o nthelate r al chest
radiogr aph in 300n or m alc a s es
Stru cture
No ． ％
















R B－S V Cposte rio r m argin
R B－S VC anterior margin
くS V CI supr a a zy gosportio n
leftbra chio c ephalic v ein
I V Cくpo ste rio r m a rginン
a sc e nding a o rta
aortic arch
in n o min ate a rte ry－right s ubclavian a rte ry
left subcla via n artery
right v e ntric ula r o utflo w tra ct
right pulm o n ary a rte ry































































a nte rio rtr a che alstripe
posterio rtra che al stripe
right tlP perlobe bro n chs
left up pe rlobe br o n chu s
posterior w allofthe br on chi inte r m edius
rightlowerlobe br o nchus
leftlo w e rlobe br o n chu s
left m ain bro n chu sdistalportion

























































right m ajo rfis su r e
left m ajo r丘ss u re
minor丘ss u re
r etro sternal stripe
r etr o ste rn al cle a r spa c e
pa ra ster n alstripe
c ardia cin cisu r a
a nterio rperic a rdialstripe
prespinal interfa c e
















































胞 都側画 像 の C Tに よ る 解析ヒ X練解剖 学 的検討 891
一 方脊椎前面 に肺野 が 存在せ ず縦隔 組織 が接 す る川型
56例中2例く3 ％j に up per pr espinalinte rfa ceの
描出を認 め た． い ず れ も CT で は食道 が脊椎前面 に 接
して お り， 食道内空 気2りと脊椎と の 間 に 食道壁 と脊椎
前面の 軟部組織が描出され ， 類似の 陰影 を形成 したも
の と考えられ た．
心切痕は， W hale nら2 2Iの 解剖所見との 対比 よ り， 左
肺下部は心尖部とJL一腰外脂肪の 為に 胸廓の 前内壁ま で
到達せ ず， こ の 左肺の 欠除し た部分が 側面像 で 暗陰影
として 描出 され た もの と さ れて い る
． 著者の C Tで の
解析で は前縦隔脂肪 く心膜外脂肪ユ が 多く心 膜前方に
左肺の 陥入 しな い く工型1 9例全例に 側面 像 で 心切 痕
が描出さ れ， 脂肪の 少な い 例で は描出され なか っ た ．
すなわ ち， 正常例 く心 肥 大の な いう で の 心 切痕の 描出
は左心前外方の 心膜外脂肪の 多寡と深 い 関連 が認 めら
れた
．
AP C Sの 側面像 で の 描出に つ い て は Kr e m e nts2 3，，
La neら2 4切 解剖所見と の 対比 の 検討が あ り， 心 膜下脂
肪と心膜外脂肪 くある い は前縦隔脂肪ン と の コ ン ト ラ
ス トで そ の 間 の 心 膜 が 線状影と して 描 出され る と考
えられ てい る
． 著者の C Tで の 検討 で は A P C Sに つ い
P hoto． 14． Late ral radiograph de mo n str ating
retro ste rn alstripeくa rro whe adsJ， Which pa rallels
pOSterio r c o rtex ofste rnalbody．
て こ れ ら の 脂肪層 に 留意 して 3型 に 分 け て 検討 した
が ， AP C Sの 描 出率が 64 例中4 例 く6％1 と不 良 で ，
しか も各型 で A P CSあ る い は そ れ に 類似 した線状 影
が認め られ ， C Tで の 解析が 困難で あ っ た ． C Tで 心膜
下脂肪と心膜外脂肪が 明瞭 で 両者の 間に 心膜が鮮明 に
描出され た I型 8例中， 側面 像 で A PC Sの 描出が認 め
られ た もの は わず か に 1例の み で ， 前胸壁， 胸骨剣状
突起あ る い は tra n sv er setho r acic m u s cle2 5撃 と の 重
なり で 十分描出さ れ な い も の もあ ると 考え られ た．
以上 側面像 で 描出さ れ る諸構造 に つ い て C Tで の 解
析可能な もの を検討 した
． 従来の 諸家の 報告の ご とく ，
諸構造の 描出は 主 と して肺野 内空気及 び縦隔内脂肪と
の コ ン トラ ス トと に よ る も の で ある こ と が 明 ら か と
な っ た ． ま た 一 部の 構造 で は食道内空気と の コ ン トラ
ス トで 描出され る こ とが 示 さ れた． 一 方側面像で 描出
さ れ うる 条件 を満た して い る に も か か わ らず 描出され
ない 例も 少な く な か っ た
．
こ れ は Ba chm a nら
2 6，の 指
摘の ごと く微妙な体位の 傾き や， 胸壁及 び腋窟部軟部
組織等に よ る 障害陰影な どが 主 な原 因と考 えられ た．
逆 に C T像よ り側面像 で 描出され な い と予想さ れ た例
で はほ とん ど描出は み られ な か っ た
．
これ ま で の 諸家
の 報告で は この よ う な正 常例 で の 非描出例 の 原 因に つ
い て の 報告は ほと ん ど なく， 著者の 報告が初め て と思
わ れ る． 正 常例で も諸構造 と肺野及 び縦隔と の 位置関
係は様々 で ， 縦 隔内脂肪の 多寡に も変異が あ り， し
．
た
が っ て 側面像で の 描出の 有無 に も差異が生 じると い う
事実は， 側面像 の 正確 な読影 に と っ て 重要で ある ．
王I 一 側 面像 の X 線解剖 に 関す る 統計学的 分 析 に つ
い て
多数例で の 側面像 に お ける諸構造の 描出率 に つ い て
は Proto ら5糊 の 報告が あ る の みで あ る
． 著者と Pr 。t。
ら の 報告5州 と を比 較 して ， 著者の 方が 描出頻度 の 高
か っ た も の は R B－S VC 後縁， 上 行大動脈， 大動脈弓，
P W B I， DP－L M B， A T Sくpく0．01 で あ っ た ． 逆 に頻
度が低く か っ た も の は， pr eSpinalinterfa c e， 後胸骨線
条， 傍胸骨線状， 心 切痕， A P C Sくpく0．011で あ っ た
．
こ の よ う な相違の 原因と し て は対象とし た人 の 体格の
遠 い や皮 下及 び 縦隔脂肪組織 の 量 の 差 異が 考 え ら れ
る
－ す なわ ち体格が大きく 皮下 脂肪の 多い 欧 米人 で は
大動脈弓上部 の 撮影条件が 日本人 に比 し不良 に な りや
すく， した が っ て R B－S V C後緑や A TS の 描出率が 不
良に なり やす い よ う に 思われ る
．
また 前縦隔脂肪の 多
い 欧米人 で 上 行大動脈の 描出率が不 良と なる こと も当
然予想さ れる ． 一 方 pr espin al interfa c e， 後胸骨線条，
傍胸骨線条， 心切 痕， A PC S は軟部組織く脂肪も含 むフ
や縦隔脂肪 で 形成 され る 陰影と され5糊 ， したが っ て 欧
米人 に 多く描出され る も の と 考えら れる ． 我国で は松
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林 ら21が著 者 と 同様 の 300例 に 近 い 多数例 に つ い て
P W BI， 左右上 葉気管支内膳， P TS の 描出率を検討 し
てい る． そ れ に よ れ ば P W B王 は 96％， く著者 85％う， 左
上葉気管支内腔95％， く著者 84％フ， 右上 葉気管支内腱
86％， く著者 50％1， P TS 96％， く著者 39％1と してい
る
． 著者と 松林ら21の成績 の 間に は 特に 右上 葉気管支
内腔 と P T S の描出率 に 大き な差異が あ る． こ の 差異
は松林 ら21が P W BI を同定 し て こ れ を逆行性 に追跡 し
右上葉気管支内膳の 位置を確認 で きた も の も加 えた た
め で あ り， 明瞭 な円形透亮像の み を描出有 と した 彼ら
の 以 前 の 報告りで は， 右上 英気管支内膳 の 描出率 は
西
64％と， 著者 の 成績に 近 い 値と な っ て い る － P TS の差
異 は後緑の不明瞭 な帯状影も加 えた た め で ， 後緑の明
瞭 な も の の み を描出有 と した場合 は 16％の描出率で
あ っ た と して い る． した が っ て著 者と松林らの 成績は
比 較可能 で あっ た構造の描出率に つ い て ほぼ 一 致 して
い ると い える
．
I V C後緑 の 形状 に つ い て は， 凹 型 が 87％と Proto
ら叫の 報 告と 一 致 した． し か し なが ら著者の 検討で は
背側 に 対 し て 凸型 は な か っ た の に 対 し， Proto ら5Iは
5％に 認 め た と して い る
．
一 方， 正 常 100例に つ いて
同様 の 検討 を行 な っ た To o mbs ら2 7Jは 背側 に 対して
Table 17． Differe n c ebetw e e n age gr o upsin visu aliz atio n rate ofthe v a rio u s a n ato－
mic alstr u ctu re s o nthelater al chest r adiogr aph in 300n o r m alc a s es
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の 凹型97％， 凸型 1 ％と報告 し， こ れ に 対 し心大血管
に障害の あ る患者で は 高率 に 凸型 が 認 め られ た と報告
して い る ． 凸型は正 常例 で はほ と ん ど認 め られ ず， 心
大血管疾患の 1 つ の 指標 と な りう る と 考 え られ る．
ATSの 厚さ に つ い ては Pr oto ら
51は 1．7 m mく1 へ 2－5
m ml と してお り著者と類似 した値で あ っ た ． P T Sに
っ い て は， Proto ら
51は 2 m m士SD く481 く巨 － 5．5
m ml， Ba chm a nら
1 71は 3 m mく上 限4 m ml， Putm a n
ら細 は3．5皿 m を上限 と報告して い る． 著者の 成績 は
Proto ら
51の 報告 と 類似 し て い た が， 1．2士1．O m m
くM 士S Dフ で ， し たが っ て諸家の 報告と同様 に ほ ぼ 3
m m以下 は正 常と考 えて よ い ． 3 m m 以上 の なか に は，
い わゆ るtr a che oe sophageal stripe が 含 まれ て い る
ものと考え られ る． P T S の厚さ く4 m m 以 上l は食道
や縦隔疾患を示唆す る と の 報告1 7ユ2 81も あ る が これ に は
tra che o es ophagealstripe と の 鑑別に 注意 を要す る．
左右上 薬気管支 の円形透亮像 の 前後径 に つ い て は
Proto ら5Iの 報告が あ るの み で ， 右9．3 m m士S Dく1501
左9．6m m士SDく2311 く7ノ ー 12m ml と して お り著者
の 結果と類似 し て い る． P W B工の 厚 さ に つ い て は
Proto ら51は1．3m mく0．5へ ノ 3 m ml， Schn u rら291は 2
m m士S D C331 以 下と報告 して お り， 著者の 検討 とほ
ぼ同様で あ っ た ． P W BIで は 3 m m 以 上 の 厚さ で は気
管支， 肺及びリ ン パ 節病変 を考慮す る必要がある とさ
れて い る2 91． 左 右肺動脈の 前後最大径 は， Pr oto ら6Iは
右側で 18m m く10－ 128m ml， 左 側 で 22m m く16〆 － 29
1n鵬 と著者の成績よ り やや 大き い 結果で ある が ， 欧米
人 と の 体格を考慮す れ ば ほぼ 同様の 成績と い える． 後
胸骨線状の 厚 さ に つ い て は Pr oto ら61は1．5m m士S D
く270Hlへ 3 m ml，Je m elin ら3 01は 2．67 士1．38m m士
S Dく1531と 報告し てい る． 著者 の 成績 は Proto ら51と
類似 して い た
． 傍胸骨線条の 厚さ に つ い ての 報告 は こ
れ まで に な され て い ない
．
A P C S の厚さ は心 の う 水の
指樟 とな る事が 知ら れ てい るが2 41， Proto ら6闇 1 m m
士S Dく661 く0．5 へ 2．5 m ml， La n eら瑚 は 2 m m 以下 を
正常と してお り， 著者の成績と同様で あ っ た ．
年令別描出率の 差異に つ い て は 50才 を境 と して大
別し検討 した ． 高年令で描出率が高く有意羞の あ っ た
もの は， 上 行大動脈， 大動脈 弓， 工S A C及 び心切痕 で
あ っ た ． 前三 者に つ い て は高令化 に よ る動脈硬化の進
行 と老人性肺気腫及 び縦隔脂肪の 減少な どで よ く説明
され る と考 えら れ るが ， 心 切痕に つ い て は理由 は不明
である． 若年者 に 描出率が高く有意善 があ っ た も の は
IV C後緑， P W BI， D P－ LM B後壁， 肺 間膜及 び傍胸骨
線条で あ っ た ． 有意差が み られ た理 由は不明である が，
肺間厳 に つ い て は Ha nke31も 若年者 に よ く み られ た
と報告 して お り， 若年者 に お い ては十分な深吸気時の
胸部側面像が得 られ や すい 為と して い る．
性別描出率の 検討で ， 男性 に 多く描出さ れ有意差の
あ っ た もの は R B－S V C前縁， l V C後緑， A T S， P T S，
左右の m ajo rfiss u re及 び傍胸骨線条であっ た． 女性
では乳房陰影や腋属部軟部陰影が男性 に 比 し強く， こ
れ ら の 構造の 描出が不 良と な る と考え られ た． 女性 に
多く描出さ れ有意差の あ っ た もの は， 後胸骨線条 の み
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で ， そ の 理 由は不 明で あっ た ．
以上 ， 胸 部単純 X 線側面正常像に つ い て検討， 考察
を加 えたが ， 多数の胸廓内構造 の 描出の有無の C Tに
よる 解析 の 報告は今回 の著者の 報告が最初 の も の で あ
る． また 日本人 に お け る多数例 での 諸構造 の描出率及
び X 線解剖 に 関す る統計学的分析 も ー 部 の 構造1川3I
を除け ば初め てで ある． 側面像 は 日常診療 に 広く利用
さ れ て い る が， そ の 解析が十分な さ れ てお らず ， した
が っ て その読影 に際 し， 十分 な情報が得 られ て き た と
は言い 難い ． ル ー チ ン検 査法 と して の 側面像 を不要 と
す る報告 糊 も あり， 正 常像の十分 な理解 に 基づ い た側
面像の詳細 な読影に よ っ て そ の臨床的意義 を再検討す
べ き で あると考 える．
西
結 論
胸部単純 X線側面像 に お け る諸構造 の描出の 有無
の 理 由を CT 70例 を用 い て解析 し， 又 300例に つ いて
その 統計学的分析 を行 い 以 下の 結論を得た．
1 ■ 諸構造 の描出の 有無の C Tに よる解析
い 側面像 と ほぼ 同時期 に施行 され た胸部 C T70例
を用 い て， 側面像に お ける 主 な構造物の 描出の有無と
同部位の C T所見の関連 に つ い て調 べ た．
2 Hi B－S V C後緑， 下 大静脈前縁及 び後払 大動脈
弓， 下行大動脈前縁及び後縁 は それ ぞ れの 最前あるい
は最後緑が肺 野 と接す る場合 に 高率に 描出され た．
31 上行大動脈 は最前線が肺野に 接 する場合高率に
Table 18． Differenc ebetw e e n s e x esin vis u alizatio n r ate ofthe v a rio u s anato mic al
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描出され たが， 小量 の 前縦隔脂肪が存在 して も描出さ
れる場合が あ っ た ．
4IRV O T はその 最前繹が肺野 と接 し， さ ら に 上行
大動脈の前方に位置す る場合高率に 描出さ れ た．
5う A T Sは気管前壁前方の 縦隔脂肪の多 い 場合高
率に描出され た．
61 P T S， P WBI， DP． L M B後壁 は壁 と肺野が接す
る場合高率 に描出さ れ た．
7I 食道内空気と気管又 は気管支内空気 との 間で気
管又 は気管支後壁 に 食道壁 が加 わ り， P T Sあ る い は
DP－L M B後壁が より 厚み の ある陰影 と して 描出さ れ
うる ことが 示 され た．
81 食道内空気 と脊椎 の間 で食道壁 が pre spin al
inte rfac e類似 の 陰影を形成 しうる こ とが 示 さ れ た
．
91 心切痕 は前縦隔月旨肪 くepiperic a rdial fatl の 多
い場合高率に 描出され た ．
以上 ， 肺の 空気 ある い は縦隔内脂肪と接す る構造物
は価面像で描出され や す か っ た ． 後者は 前者 に 比べ れ
ば描出度 へ の 貢献 は少い が， そ れの み が接 す る時に は
役立っ た．
2 ． X 線解剖に 関す る 統計学的分析
1I 正常 300例に お い て種々 の 構造物の描出率 を調
べ， さ らに そ れ らの 形態 と厚さ に つ い て統計学的分析
を行い， 日本人 の 正 常胸部側面 X線解剖 の 目安と し
た
．
2J 欧米の報告 に 比 し R B．S V C後線， 上行大動汎
大動脈弓， PW BI， D P－L M B， A T S の描出率が高か っ
た． これ は， 皮下脂肪や縦隔脂肪も含む軟部組織が障
害陰影と なる ため， こ れ ら の 少な い 日本人 に は描出さ
れやすい た めと 考え られ た
．
一 方， 脂肪に よ っ て形成
されると考え られ る pre spin al inte rfa c e， 後胸骨線
条， 傍胸骨線条， 心切痕， A P CS は反対 に 欧米人 よ り
描出率が低か っ た ．
3I上行大動脈， 大動脈弓， 工S A C， 心切痕 は5 0才以
上で描出率が高か っ た
． 動脈系で は 動脈硬化の 進行 に
ともな っ て 大動脈 が 延長 し肺内に 突出す る部分が多く
なる ためと考え られ た
．
I V C後緑， PW BI， D P－L M B
後壁， 肺間腰， 傍胸骨線条 は 50才以 下 に 描出率が高
かっ た ．
4I 男性で描出率の高か っ た もの は R B－S V C後緑，
lV C後藤， A T S， PT S， 左 右の m ajo rfis su re， 傍胸骨線
条で， 女 性で 描出率の 高か っ た も の は 後胸骨線条 で
あっ た ．
5HVC 後線は， 凹 型 が 89％に み られ 凸型 はみ られ
なか っ た
■ 大動脈弓の全長 1ノ2 以下 が描出され た もの
は46％で あ っ た
．
6H亨さ に おい て は， A T S は平均 1．4m m ，PT S は
895
平均 1．2 m m， 後胸骨線条は平均 4．5 m m， A P C S は平
均 1－1 m m
， 右上葉気管支前後径 は平均 8．6m m， 左上
葉気管支前後径 は平均 9．O m m ， 右肺動脈最大径 は平
均 14．5 m m， 左肺 動脈最大径 は平均 19．5 m m で あ っ
た
．
以上 胸部単純 X線側面像 の正確 な読影 に は著者に
よ っ て明らか に され た諸構造の 描出率の把握が必要 で
あり更に 縦隔内の み な らずそれ に 接す る肺野の状態を
理解す る の に 役立つ ． 又体 晩 年令， 性別 を考慮 した
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